
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜”国際女性デー2022 高松”に参加して＞ 

  

-２- 

 

◆4月 17日（日） 13：30～15：00 

場所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    

託児：あり（1週間前までに要予約） 

 

◆4月 14日（木) 10：00～11：30 

場所：参画センター学習研修室 3  

参加費：無料     

託 児：あり（1週間前までに要予約） 
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◆4月 16日（土） 13：30～15：00 

場所：参画センター相談室 

参加費：無料     

 

「瀬戸芸の女木島に行こう！」 

◆5月 12日（木） 9:45～14:30（予定） 

場 所：築港女木島フェリー乗り場９：４５集合 

参加費：フェリー代、入館料、昼食代（実費）     

定 員：15人（転勤者、高松市民） 

 

 
 

 

 

＜要注意！若年層に対する性暴力＞ 

１０代から２０代の若年層を狙った性犯罪・性暴力は、

その未熟さに付け込んだ許しがたい重大な人権侵害であ

り、決して許されるものではありません。 

政府では、入学・通学時期である毎年４月を、「若年層

の性暴力被害予防月間」とし、これまでも対策が進められ

てられてきた AV出演強要や JK ビジネスなどの問題に

加え、●レイプドラッグの問題 

●酔わせて性的行為を強要 

●自撮り画像を勝手に掲載される、なりすました相手から

性暴力を受けるといった SNS を利用した性被害 

●セクシャルハラスメント 

●痴漢等、相談先の周知、周りからの声がけの必要性 

等の啓発を行っています。 

（こんな被害が起きています） 

●インターネットで「高収入」、「アルバイト」で検索して見つけ

た募集広告に応募したらアダルトビデオの撮影だった。 

●お酒を断れず、飲んでいたら眠くなり、起きたら胸や下半

身を触られていた。 

●SNSで知り合った人に裸の写真を送ってしまった。拡散さ

れたら、と思うと死にたい気持ちになる。 

 

 

参加者：16 人 

場所：学習研修室 1・2・3        

解説：岡内須美子さん（日本 BPW香川クラブ代表） 

最初に、DVD「市川房枝」を上映し、次に、「女性

の参画を考える」と題して、岡内さんに解説して頂い

た。世界経済フォーラムが発表したジェンダーギャッ

プ指数の政治分野で日本は 

147 位と低い。日本は女性の 

党首がいない、女性議員が 

少ないのがその原因と考え 

られる。まず興味、関心を 

もってもらうことが大事である。 

 

 

 

 

 

 

参加者：第 1回 8 人・第 2 回 12 人  場所：学習研修室 3 

      講師：太田和人さん（パソコンインストラクター） 

 

リモートアクセスが増えているので、自分で ZOOMの 

アクセスの仕方やホストになった時の操作などを 2 回に 

渡って学んだ。 

 第１回目は、ZOOMのアプリを自分のパソコンにダウン 

ロードして、自分の IDやパスワードを作るまで。第２回目 

は、実際にオンラインミーティングの体験をした。サイン 

インしてからの基本的な操作を順番に教わった。ミーティ 

ングをスケジュールするやり方やホストになった時の設定 

や機能についても教わったので、実際に役立つと思う。 
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「はじめての切り絵 ２」 

◆5月 19日（木） 13：30～15：00 

内 容：4月に引き続き切り絵の初級をします。 

場 所：参画センター学習研修室 2 

参加費：100円     

定 員：１０人程（先着） 

持ち物：書けないボールペン（＊使い切ったものでも OK） 

国際女性デーにちなんで、参画センターでは3

月 7 日に記念イベントを開催した。 

 市川房枝さんは、「婦人参政権なくして普通選挙

なし」のスローガンのもと、女性の参政権獲得を

目指した。戦後、3 年以上公職から追放された

が、参議院議員として女性の権利拡充に奔走し

て、晩年は「権利の上に眠るな」との言葉を女性

たちに残した。 

 香川県は、女性議員の割合が4.9％。全国をみ

ると 5％以下が６県ある。岡内さん（日本 BPW香

川クラブ代表）は、「議会が男性に偏っているのは

問題。『お任せ民主主義』にせず、みんなで投票に

行くことが大切」だと指摘された。 

 今回参加された方の中には、高松市議会は開催

中の３月議会から県内で初めて本会議の傍聴者向

けの無料託児サービスを始めたので、勇気を出し

て傍聴 

 

 

  

SNSで知り合い、はじめは、優しい人だと思っていたら、写

真を拡散すると脅されたり、性的被害を受けたりするという被

害が起きています。性暴力は性別にかかわらず起こります。 

また、身近な人や恋人の間でも起こります。性暴力に関する

情報を共有して、社会全体で性暴力をなくしていくことが大切

です。ウェブサイトでは、被害事例や対応策、相談窓口を紹介

していますのでご覧ください。 

 もし、性暴力の被害に遭ってしまったら、一人で抱え込まず、

性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターに 

ご相談ください。 

★全国共通短縮ダイヤル ♯８８９１ 

★性暴力被害者支援センター（オリーブかがわ） 

TEL：０８７－８０２－５５６６  

月～金曜日：午前 9 時～午後 8 時 

土曜日：午前 9 時～午後 4 時 

（祝日・年末年始は除く） 

（資料；共同参画 内閣府男女共同参画局 

男女間暴力対策課） 

 

参加者：23 人（登録団体 20 団体） 

場所：学習研修室 3        

 コロナ禍の中、消毒と部屋の換気に気をつけながら

開催した。利用者懇談会では、『参画センターについ

てのアンケー調査結果報告』を説明後、参加者から

の意見を集うと、「駐車場代をもっと長時間無料にし

て欲しい」、「ホームページを見やすくして欲しい」「ミ

ーティングスペースや軽印刷利用を予約制にして欲

しい」等の意見が出た。登録団体交流会では、コロナ

禍での活動状況を話してもらったが、活動出来ていな

い団体もある中で、工夫を凝らして毎月活動している

団体もあり積極的に活動している姿が印象的だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（参加者の感想） 

「ZOOMの使い方がよくわかったので、受講して良かった

です。ぜひ、個人的に使ってみたいです」 

「ZOOMの使い方がよくわかり 

ました」「ZOOMは２度経験して 

いますが、仕組みや使い方に 

ついての説明を聞けて良かっ 

た。バーチャル背景や色々な 

機能を使ってみたいです」等。 

 

してみようかと思う」と発言をしていた方もあった。 

（参加者の自分の目標） 

●情報を得て、自分の頭で考えて、地域を守ること。選

挙の時は、必ず投票に行く。 

●男女共同参画に関する記事について目を向けていく。 

●市議会の傍聴に参加して、託児を利用させてもらう。 

●政治に関心を持ち、自分が地域の良いところ、問題が

あるところを理解した上で投票に行こうと思います。等 

（参加者がみなさんに伝えたいこと） 

「女性の参政権を求めて奮闘してくれた女性の方々の努

力に感謝し、私たちも女性が自分らしく生きられるよう

な社会づくりを目指 

しましょう！ 

「家庭の中で政治の話、 

お金の話をしましょう」等 
 

 

 
 

  

 

「働き方とお金の関係」 

◆4月 20日（水） 10:30～12:00 

講 師：仁賀 順子（キャリアコンサルタント・センター相談員） 

場 所：参画センター学習研修室 3 

参加費：無料    定 員：10人程（先着） 

託 児：あり、無料（1週間前までに要予約）  

 

 

 

 


